
令和５年３月１０日 

 

 第 26回 多度津町新型コロナウイルス感染症対策本部会議  

 

 下記のとおり、本部会議を書面開催しました。 

 

 １．日 時   令和５年３月１０日（金） 書面開催 

 

 ２．議 題   （１）令和５年３月１３日以降の職員のマスク着用の考え 

方の見直しを踏まえた対応について 

          

（２）今後の新型コロナウイルス感染症対策について 

         

 （３）後のワクチン接種について（令和５年３月９日時点） 

                            

 ３．内 容    別紙のとおり 

  

 

  



  １． 令和５年３月１３日以降の職員のマスク着用の考え方の見直しを踏 

まえた対応について 

    〇以下の場面では、マスクを着用するものとする。 

     【執務時間内】 

      ・窓口など近い距離での町民対応時 

      ・相談室などでの個別対応時 

      ・町民宅への訪問時 

      ・医療機関や高齢者施設への訪問時 

      ・混雑した電車などでの通勤時 

 

     ＊ 職員同士の会話・会議・打合せ・食事などの時は、感染のリスク 

       を考慮し、着用を判断する。 

      

     【執務時間外】 

      ・症状がある時、新型コロナウイルス感染症の検査で陽性になった 

        時、同居する家族に陽性者がいる時（外出を控える） 

      ・医療機関を受診する時 

      ・重症化リスクの高い職員が、混雑した場所に行く時 

 

〇基本的には、個人の判断に任せる。 

参考資料２ 資料１－１ 参照 

 

  ２． 今後の新型コロナウイルス感染症対策について 

     〇執務室内でのパーティションの設置、３密の回避、手洗い・手指消 

      毒・換気の励行など、基本的感染症対策は継続する。 

     〇「努力義務」によるワクチン接種 

     〇令和５年５月８日以降、感染症法上の分類「２類相当」から「５ 

類」へ移行後は、随時検討する。 

 

  ３． 今後のワクチン接種について（令和５年３月８日時点） 

     〇追加接種（３回目以降）可能なすべての年齢を対象として、秋から 

      冬（９～１２月）に１回 

      ６５歳以上及び重症化リスクが高い者等には、春から夏（５～８月） 

に前倒ししてさらに１回接種する。 

ワクチン接種は、「努力義務」の適用が除外される。 

（高齢者・重症化リスクがある方・高齢者施設等従事者は除く） 

別紙 



     〇オミクロン株対応２価ワクチン使用を基本とするが、今後の国の 

検討事項である。 

 

〇「多度津町新型コロナウイルスワクチンコールセンター」は、令和 

５年３月３１日で閉鎖 

【今後の接種予約方法】 

       ・４月～春夏接種が始まるまで：１２歳以上 → 加藤病院 

           （５/８）       乳幼児・小児 → 中野小児科 

       ・春夏接種開始以降（５/８）：各接種協力医療機関の窓口 

 

 

４． その他 

     〇令和５年５月８日、感染症法上の分類「２類相当」から「５類」 

へ移行後、国及び県の「新型コロナウイルス感染症対策本部」が 

解散となれば、本町対策本部も解散の流れになると想定している。 

     〇「多度津町新型コロナウイルス感染症対策本部設置要綱」廃止。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 











マスク着用の考え方の見直しについて（令和５年３月13日以降）

２ 高齢者等重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、マスク着用が効果的な以下の場面では着用を推奨
○医療機関受診時
○高齢者等重症化リスクの高い方が多く入院・生活する医療機関や高齢者施設等への訪問時
○医療機関や高齢者施設等の従事者の勤務中
○通勤ラッシュ時等混雑した電車やバスに乗車する時（概ね全員の着席が可能である新幹線、通勤ライナー、高速バス、貸切バス等を除く）
○感染の流行期に重症化リスクの高い方が混雑した場所に行く時

資料１ー１

１ 個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねることを基本
★令和５年３月13日から適用 （学校におけるマスク着用の考え方の見直しは４月１日から適用）
○本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないよう、個人の主体的な判断を尊重
○子どもについては、すこやかな発育・発達の妨げとならないよう配慮することが重要
○感染が大きく拡大している場合には、一時的に場面に応じた適切なマスクの着用を呼びかけるなど、より強い感染対策を求める
こともあり得る。

※令和５年２月10日に政府の新型コロナウイルス感染症対策本部において決定された「マスク着用の考え方の見直し等について」のとおり

３ 症状がある場合等の対応
○症状がある方、新型コロナ検査陽性の方、同居家族に陽性者がいる方は、周囲に感染を広げないため、外出を控え、通院等
やむを得ず外出する時には、人混みは避け、マスクを着用

４ 事業者における対応
○事業者が感染対策上又は事業上の理由等により、利用者又は従業員にマスクの着用を求めることは許容

５ 基本的な感染対策
○ ３月13日以降も、引き続き、「三つの密」の回避、「人と人との距離の確保」、「手洗い等の手指衛生」、「換気」等を励行
○特段の事情が生じない限り、５月８日以降は、国の基本的対処方針及び業種別ガイドラインは廃止


